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自己紹介 

小林 元也 

2003年 電気部品メーカ様 製品設計コンサルティング 
2005年 自動車部品メーカー様 製品設計コンサルティング 
2006年 カメラ部品メーカー様 製品設計コンサルティング 
2007年 EC企業様 ソフトウェアテスト事業部コンサルティング 
2007年 ソフトウェアテスト事業部発足 
2010年 会計パッケージ企業様 テストティグサービス PL 
2012年 金融システム企業様 テスティングサービス PM 
2013年 株式会社SHIFT 執行役員就任 事業部全体統括 

株式会社SHIFT 
ソフトウェアテスト事業部 事業部長 



会社概要 
社名 株式会社SHIFT 

拠点 

本社 〒 106-0041 東京都港区麻布台2-4-5 メソニック39MTビル12F 

札幌 〒 060-0001北海道札幌市中央区北1条西3丁目2井門札幌ビル8F 

福岡 〒 810-0001 福岡県福岡市中央区天神1-15-6綾杉ビル8F 

インド・プネ 6F,Pride Icon, Mundhwa Bypass Road, Kharadi, Pune - 411014. 

シンガポール 24 Peck Seah Street #04-03 Nehsons Building  

従業員数 400名(2014年3月現在)   ※契約社員・パート含む 

交通アクセス 神谷町駅 1番出口より 徒歩5分 

電話番号 03-6809-1128(代表) 

FAX 03-6809-1197 

URL http://www.shiftinc.jp/ 

代表取締役 丹下 大 

相談役 
加藤 隆哉 サイバード    元代表   ミドクラ 代表取締役 

海野 恵一 アクセンチュア 元代表   スウィングバイ2020 代表取締役 



出身は製造業 

金型 CAD 試作 



ソフトウェアテストに着目 



ソフトウェアテストの作業と判断を分解 

判断 

作業 

ベテランにしか 
到達出来ない部分 

数値計算により 
補完できる 

仕組・ツールにより 
担保できる 

作業者による 
作業代替できる 

20% 

80% 

作業分析 
調査 

と細分化 

標準化により 
自由度を下げる 



SHIFTのテスト領域 

プロジェクト管理・戦略 

テスト管理・戦略 

要求 

要件定義 

基本設計 

詳細設計 

コーディング 

テスト計画 

システムテスト 
設計 

結合テスト設計 

単体テスト設計 

受入テスト 

システムテスト 
実施 

結合テスト実施 

単体テスト実施 

デバッグ 

デバッグ 

デバッグ 

デバッグ 

イン
ス
ペク
ショ
ン 



SHIFTの拠点 



ジャパンハートさんを応援してます 



本日はシフトでの取組をご紹介します 



テストチーム数はどの位ですか？ 



2005年から始めたSHIFT 

400人 



2005年から始めたSHIFT 

400人 

月平均 

約100チーム 



良いチームとは 

(c)AFP＝時事/AFPBB News 



良いチームとは 



良いテストチームとは？ 

• マネージメント力の強いチーム 

• リスク管理が強いチーム 

• 技術力が高いチーム 

• チームワークの良いチーム 

• 定時で帰れるチーム 

• お・も・て・な・しの強いチーム 

何が基準なのか 



お客様に価値を提供できているのか？ 



不具合を効率よく取る取組 

仕様書 
レビュー 

インスペク
ション 

テスト計画 

戦略検討 

自動テスト 

ナレッジ化 

テスト設計 

実行効率
化 

目標値 
設定 

次テストへ
のF/B 



ターゲティング広告モデルに似てる 

  コスト 
テスト 
ケース数 

ケース 
単価 

不具合
摘出率 

不具合数 不具合コスト 

テストA
社 

250万
円 

1万 250円 1.0% 100件 25,000円/件 

SHIFT 
250万
円 

5千 500円 3.0% 150件 16,700円/件 

  コスト 
ポスティング コンバージョン 

枚数 単価 成約率 成約数 成約単価 

ポストA
社 

25万円 1万枚 25円 1.0% 100名 2,500円/名 

ポストB
社 

25万円 5千枚 50円 10.0% 500名 500円/名 



ソフトウェアテスト性能分解 

総コスト 

摘出不
具合数 

総実施
ケース
数 

摘出不
具合数 

総コスト 

総実施
ケース
数 

実施
ケース
数 

実施
ケース
数 

実施 
工数 

実施 
工数 

= × × × 

テスト 
単価 

不具合
コスト 

実行ス
ピード 

不具合
摘出率 

自動化
レバレッ
ジ 

Down Down Down Down Down 



実例で検証（スマホアプリテスト） 

¥20,892 

¥15,724 

¥26,922 

¥23,510 
¥21,883 

¥20,860 

¥18,634 

¥15,565 

¥11,070 
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不具合コスト 
※スマートフォンアプリでのテスト結果 2013年6月～ 



テスト 
単価 

不具合
コスト 

実行ス
ピード 

不具合
摘出率
逆数 

自動化
レバレッ
ジ 

もう一度不具合コストを確認 

= × × × 



実例で検証 
テスト単価は変わらず 
自動化もしていない 
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不具合コスト  実行スピード 不具合摘出率逆数 
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実例で検証 
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優秀なテスターを人選するCAT検定 
http://test.softwaretest.jp/ 



10コースに段階分けた教育 



徹底的な管理 

C 
A 
T 

：ちゃんとテストしてるか 

：あっという間に 

：伝わるよ 



徹底的な管理 

テスト区分別進捗 日々進捗 



要因分析 



実行スピードの改善 
教育・検定によるリソースの最適化 教育 

徹底的に管理の可視化 要因分析 



テスト手順のルール化・フォーマット化 

32 

テスト設計書 

仕様書にない 
情報を補完 

機能 
展開 

確認項目 期待値 

因子 水準 組合せ 

ユーザーフロー 

INPUT 

仕様書 

INPUT 



500項目を超える標準観点 



テスト要素の資産化 

34 

確
認
項
目
一
覧 

パ
タ
ー
ン
表 

機能分解 確認項目 

因子 水準 組合せ 

期待値定義 

テストDB 

因子 水準 

新規約定方法 成行 

指値 

OCO 

IFD 

IFD-OCO 

因子 水準 

発着関係 直通 

乗換あり 

不通 



観点別の分析からのターゲティング手法 



サービスに特化した観点の強化 

お客様サービス別標準観点一覧 



不具合摘出率の改善 
500項目を超える標準観点 テスト要素の資産化 

観点分析からのターゲティング手法 サービスに特化した観点の強化 

DB 



実例で検証 
テスト単価は変わらず 
自動化もしていない 

12.4 

15.8 

11.1 

12.5 

8.5 
7.2 6.9 

7.6 
6.6 

39.2 

23.1 

54.4 

44.3 

60.5 

69.9 

60.2 

46.8 

39.0 

0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

0 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

18 

20 

[1] [2] [3] [4] [5] [6] [7] [8] [9] 

不具合コスト  実行スピード 不具合摘出率逆数 



自動化の取組 



開発リードタイム 

20%短縮 

テスト工数 

33%削減 

40 

要件 

定義 
設計 製造 テスト 

10% 20% 40% 30% 

従来の開発LT 

テスト分業化 

テスト効率化 

要件 

定義 
設計 製造 

要件 

定義 
設計 製造 

テスト 

テスト 



約４年間の実施でデータの蓄積 

180,000不具合 

テスト設計工程 テスト実行工程 

1,200万ケース 

設計DB 不具合DB 



不具合を見つけるテスト 

不具合を減らすテストへ 
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データをどう使うと 
お客様に貢献できるのか？ 



データを使った、2つの方法 

1. 上流に情報を戻す 

2. 開発状況のレーティング 

 



１．上流に情報を戻す 



機種依存不具合例 

1. 外部ストレージを利用するアプリ

で、外部物理ストレージがな
い状態で保存したデータ利用
時に異常をきたす。 

発生端末 
SHL22(Android4.2.2) 
F-07E(Android4.2.2) 



機種依存不具合例 

2. 日本語文字入力を未確定状
態のままロックスクリーンにする
とアプリが落ちる 。  

発生端末
iPhone5(iOS6.1.3) 
iPhone5(iOS6.1.2)  



上流であるほど回避効果が高い 

不具合 
発生 １ 

２ 
３ 

要件段階から 

リスク回避 
作りこみ時に、 

回避策を検討 

テスト項目に 

チェック追加 



２．開発状況のレーティング 



テスト情報 開発者情報 

プロジェクト情報 サービス情報 

不具合を様々な情報と紐付ける 

不具合 

テストケース 

テスト観点 

因子水準 

開発者 

経験値 

スキル 

規模 

状態 

LT 

規模 

状態 

LT 



開発単価別月間不具合作り込み数 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

¥400,000 ¥600,000 ¥800,000 ¥1,000,000 ¥1,200,000 

テスト工程で発見された不具合数 

開発単価 

月間発生不具合数 

不具合 スキル 



開発単価別開発工数インパクト 

¥500,000 
¥600,000 

¥700,000 
¥800,000 

¥1,000,000 

¥892,499 ¥655,515 

¥215,851 
¥121,723 

¥163,438 

¥232,338 

¥142,205 

¥40,136 ¥19,805 

¥21,273 
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開発者単価 改修コスト テストコスト 

不具合 スキル 



開発者の不具合傾向可視化 

テスト観点 開発者 不具合 
●●●さんの不具合傾向 



テスト情報 開発者情報 

プロジェクト情報 サービス情報 

不具合を様々な情報と紐付ける 

不具合 

テストケース 

テスト観点 

因子水準 

開発者 

経験値 

スキル 

規模 

状態 

LT 

規模 

状態 

LT 



不具合を減らすテストへ 



良いチームとは 



なんとなく分かった 
では何も変わりません。 

一歩前へ、SHIFTと進みませんか 





http://www.shiftinc.jp/ 


